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2013.7月　豪雨災害

特集　７月豪雨災害②～⑨
災害に関する町税等の減免等について⑩～⑪
しらたか元気っ子事業が変わります⑬
第50回白鷹町小中学校及び町民水泳大会⑰
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こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
豪
雨
災
害

町
内
全
域
に
大
き
な
被
害

記
録
的
な
大
雨

　

７
月
17
日
夕
方
か
ら
18
日
に
か
け
て
の
激

し
い
雨
は
、
降
り
始
め
か
ら
24
時
間
の
雨
量

が
２
５
０
ミ
リ
を
超
え
る
記
録
的
な
大
雨

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
18
日
午
前
８
時
か
ら

の
３
時
間
の
雨
量
は
１
１
９
ミ
リ
を
記
録
し
、

町
内
全
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
18
日
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
災
害
発
生
当
初
か
ら
各
地
区
の
自
主
防

災
組
織
、
消
防
団
、
町
内
事
業
者
等
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
応
急
対
応
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
22
日
に
再
び
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、

被
害
は
さ
ら
に
拡
大
。
同
日
午
後
に
は
町
内

10
地
区
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
貝
生
川
の
決
壊
に
よ
り
、
流
域
の

一
部
に
は
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
町
内
全

体
で
約
３
０
０
人
が
一
時
避
難
す
る
非
常
事

態
と
な
り
ま
し
た
、。

　

さ
ら
に
、
27
日
に
は
細
野
地
内
の
沼
が
決

壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
滝
野
地
区
の

一
部
に
避
難
指
示
と
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
県
知
事
を
は
じ
め
、
地
元
選
出

の
国
会
議
員
、
県
議
等
か
ら
現
地
を
視
察
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

林
道
等
に
つ
い
て
は
現
在
も
被
害
を
確
認

中
で
す
が
、「
広
報
し
ら
た
か
８
月
12
日
号
」

で
は
７
月
豪
雨
災
害
の
被
害
状
況
等
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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町
民
の
皆
さ
ま
へ

　
こ
の
た
び
の
豪
雨
災
害
は
、
道
路
の
冠

水
、
河
川
の
氾は
ん

濫ら
ん

・
決
壊
、
土
砂
崩
れ
に

よ
る
住
宅
・
道
路
等
へ
の
土
砂
流
入
、
床

下
・
床
上
浸
水
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
発

生
し
て
お
り
、
全
町
に
被
害
が
及
ぶ
と
い

う
、
私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大

災
害
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
人
の
犠
牲
者

も
出
な
か
っ
た
こ
と
は
、
不
幸
中
の
幸
い

で
あ
り
ま
す
。
今
も
な
お
、
危
険
を
感
じ

な
が
ら
生
活
を
さ
れ
て
い
る
か
た
も
お
ら

れ
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
災
害
対
応
に
あ
た
り
、
自
主

防
災
組
織
、
消
防
団
、
建
設
業
者
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
皆
さ
ま
に
昼

夜
を
問
わ
ず
現
場
で
の
応
急
対
応
、
被
災

者
支
援
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
復
旧
に
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
見
込

み
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
補
正
予
算
を

組
ん
で
応
急
対
応
に
あ
た
る
と
と
も
に
、

災
害
復
旧
事
業
の
推
進
や
財
政
支
援
等
に

つ
い
て
、
国
・
県
へ
も
緊
急
要
望
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
町
民
生
活
の

確
保
に
向
け
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

白
鷹
町
長
　
佐
藤
誠
七

【
７
月
18
日（
木
）】

　

前
日
か
ら
の
激
し
い
雨
に
よ
り
、

町
内
全
域
で
冠
水
、
建
物
の
浸
水
、

土
砂
崩
れ
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が

発
生
す
る
。
消
防
団
出
動
要
請
。

【
７
月
20
日（
土
）】

　

吉
村
県
知
事
が
被
災
現
地
を
視

察
。
被
災
各
所
で
は
応
急
作
業
等

に
追
わ
れ
る
。

【
７
月
22
日（
月
）】

　

再
び
の
大
雨
が
予
想
さ
れ
、
白

鷹
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

を
緊
急
に
開
催
。
午
後
３
時
30
分
、

10
地
区
に
避
難
勧
告
、
午
後
７
時

５
分
に
貝
生
川
流
域
に
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
る
。
午
後
11
時
30
分

に
避
難
指
示
は
解
除
。
災
害
救
助

法
が
適
用
と
な
る
。

【
７
月
24
日（
水
）】

　

白
鷹
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
設
置
。
28
日
ま
で
被
災

地
域
で
支
援
活
動
。

【
７
月
26
日（
金
）】

　

臨
時
議
会
開
会
。
行
政
報
告
・

補
正
予
算
措
置
。

【
７
月
27
日（
土
）】

　

滝
野
地
内
で
、
大
雨
に
よ
り
増

水
し
た
沼
が
決
壊
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
、
午
後
４
時
45
分
、
細
野
集

落
の
一
部
に
避
難
指
示
、
午
後
６

時
55
分
に
は
西
原
集
落
の
一
部
に

避
難
勧
告
を
発
令
す
る
。

【
７
月
29
日（
月
）】

　

県
知
事
に
緊
急
要
望
書
を
提
出
。
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河
川
の
氾
濫

▲７月18日、実淵川の濁流（深山）。　
近くのかたも「これほどまでの濁流は初めて。」

▲町内各所で川の護岸が損壊。実淵川（黒鴨）。

▲貝生川の護岸も大きく削られた（貝生）。

▲小鮎貝川（西高玉）。写真奥が川だが、あふれ出た水により川と道路の見分けがつかない。

▲貝生川（あらと保育園裏）。園児は一時、保育園２階へ避難した。

▼

農業用水路が氾濫、あふれ出た水によっ て
大きくえぐられた牧草地（山口）。

　

大
雨
に
よ
り
川
が
氾
濫
し
、
い
た
る
所

で
護
岸
が
削
り
と
ら
れ
た
。
あ
ふ
れ
出
た

水
と
と
も
に
大
量
の
土
砂
や
木
が
流
さ
れ
、

道
路
や
農
地
に
残
さ
れ
た
。

　護岸の損壊などの河川の被害
　　　　　　（Ｈ25.7.29  現在）　
　　　　   62箇所
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▲田には大量の土砂が流入し壊滅的な被害となった（貝生）。

土
砂
崩
れ
・
土
石
流

▲林道白鷹東部線での大規模な土砂崩れ。

▲農地も各所で大規模に崩れる。写真は果樹畑（高岡）。

▲町民保養センターパレス松風裏の土砂崩れ。

　

町
内
各
所
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
山
林
や

農
地
な
ど
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

▲東中学校体育館裏の駐車場にも。

▲畑が崩れてすぐ脇の建物にも危険が迫った（深山）。
崩れた土砂が町道橋本新田線をふさぎ一時通行止めに。

　土砂崩れなどによる被害
　　　　　　　（Ｈ25.7.29  現在）　
　　　156件
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▲国道３４８号線（十王）。斜面の土が崩れ歩道の路面
も大きく損壊した。

▲谷町八ケ森（鮎貝）。路面が大きく削られ通行止めに。

▲町道中滝野線（滝野）。ガードレールごと大きく崩落
し通行不可となる。

▲町道黒鴨川前線（黒鴨）。住民が避難後に通行止めと
なった。　

道
路
へ
の
被
害

▲林道東部白鷹線。路面が広範囲に削られている。

▲冠水した道路（荒砥乙）。　
町内各所で建物への浸水被害
が発生。

　

道
路
の
損
壊
、
陥
没
、
ま
た
は
土
石
流

が
道
路
を
ふ
さ
ぐ
な
ど
で
多
く
の
路
線
に

被
害
が
出
て
い
る
。
一
部
で
は
現
在
も
通

行
規
制
が
続
い
て
い
る
。

　道路の被害（Ｈ25.7.29  現在）

　　○道路の損壊や冠水など　97箇所
　　○国県道も含め55路線が一時通行止め
　　○林道については現在調査中　
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▲泥水とともに大量の木が流され建物内にも押し寄せた（西高玉）。

▲土石流が流れ込み１階部分が埋まる（貝生）。

▲右の写真の土砂が住宅を直撃。

▲宝山公園の土砂崩れが住宅裏のフェンスを越える（町下）。

建
物
へ
の
被
害

　

土
砂
崩
れ
や
土
石
流
が
住
宅
に
入
り
込

ん
だ
ほ
か
、
床
上
・
床
下
浸
水
も
含
め
て

建
物
に
も
多
数
の
被
害
が
発
生
。

▲諏訪神社の境内（浅立）。

　建物の被害（Ｈ25.7.29  現在）

　　○床上浸水　31件
　　○床下浸水　96件
　　　　　　　　　　　ほか
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▲７月20日、消防団による土のう積み上げ作業（山口）。

被災現地視察

復旧作業
　18日の災害発生以降、各地区消防団、建設業
者には水防作業や二次災害への警戒態勢など、昼
夜を問わず町民の安全確保に協力いただいた。

▲７月28日、前日の雨によって細野沼が決壊する
おそれがあり排水作業を行う（滝野）。

▲７月24日に白鷹町災害ボランティアセンターが設置され、
25日～ 28日まで、浸水した家屋の畳などの運び出しや家屋
・道路の泥の除去、土のう積み上げ作業などに、町内外か
ら、のべ１６８人の参加をいただいた。「（東日本大震災で）
お世話になったので。」と、宮城県から来てくれたかたも。

　このたびの豪雨災害発生以降、自主防災組
織、消防団、建設業者、また、多くのボラン
ティアのかたのご協力をいただき、ありがと
うございました。
　災害復旧に関する情報は、今後、「広報しら
たか」でも随時お知らせしていきます。

▲７月20日、吉村県知事（右）と県土木部長（左）が主
な被災現地を視察。

▲桜美館付近（西高玉）。

▲宝山公園の土砂崩れ現場（町下）。
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豪雨災害義援金を受け付けています
　平成２５年７月に発生した白鷹町豪雨災害で被災された町民のかたへの支援の一つとして、下記のと
おり義援金の受付を行っております。

１．期　　間　　平成２５年７月２６日（金）～平成２５年９月３０日（月）
２．受付窓口　　健康福祉課福祉係（健康福祉センター内）
３．受付時間　　月曜日から金曜日の午前８時３０分から午後５時まで
４．受付方法　　①現　　金　白鷹町健康福祉課（健康福祉センター内）で受付
　　　　　　　　②銀行振込　振込先は下記の口座となります。
　　　　　　　　　山形銀行　荒砥支店　普通　６６５２２３
　　　　　　　　　ゆうちょ銀行　０２２６０－７－７０５     
　　　　　　　　　白鷹町豪雨災害義援金（シラタカマチゴウウサイガイギエンキン）
　　　　　　　　＊詳細はお問い合わせください。
■問い合わせ　健康福祉課福祉係　☎８６－０１１１

※「義援金」は被災された方に対する生活支援のためのものです。災害復旧に資するための「寄附金」
　をお考えの方は、総務課防災管財係　☎８５－６１２２　までお問い合わせください。

農
業
委
員
会
が

　
緊
急
要
望
書
を
提
出

　　

７
月
18
日
、
22
日
の
記
録
的
な

豪
雨
に
よ
る
災
害
を
受
け
、
農
業

委
員
会
で
は
７
月
25
日
に
農
地
の

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

早
期
の
復
旧
に
向
け
た
速
や
か

な
災
害
査
定
と
復
旧
事
業
の
採
択
、

予
算
の
確
保
、
病
害
対
策
へ
の
支

援
や
小
規
模
な
復
旧
事
業
に
対
応

す
る
町
独
自
の
補
助
制
度
の
創
設
、

そ
し
て
、
災
害
関
連
法
に
基
づ
く

早
期
の
指
定
を
受
け
特
別
の
財
政

措
置
を
講
ず
る
よ
う
、
７
月
26
日
、

町
へ
の
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

県
知
事
・
国
会
議
員
に

　
緊
急
要
望
書
を
提
出

　

こ
の
た
び
の
豪
雨
災
害
に
関
し

て
、
県
知
事
及
び
県
選
出
国
会
議

員
等
に
災
害
復
旧
の
要
望
を
行
い

ま
し
た
。

▼
7
月
29
日　

山
形
県
知
事
へ
要

　

望
書
提
出

▼
8
月
1
日　

国
会
議
員
・
関
係

省
庁
へ
要
望
書
提
出　

【
要
望
事
項
】

１　

激
甚
災
害
の
早
期
指
定　
　

激
甚
災
害
と
し
て
の
指
定
と
、
財

政
措
置
。

２　

災
害
査
定
の
早
期
実
現
と
災

害
復
旧
事
業
の
推
進

被
災
箇
所
に
対
す
る
速
や
か
な
災

害
査
定
と
、
復
旧
事
業
の
採
択
、

予
算
確
保
。

３　

被
災
者
支
援
の
各
種
制
度
の

充
実

被
災
者
の
生
活
再
建
に
対
す
る
災

害
救
助
法
等
の
弾
力
的
運
用
と
早

期
の
対
応
。

４　

農
林
業
や
商
工
業
へ
の
支
援

生
産
活
動
の
再
生
、
事
業
再
開
へ

向
け
た
早
期
の
支
援
、
特
に
被
害

の
大
き
い
農
地
に
対
し
て
、
復
旧

の
長
期
化
に
よ
る
生
産
活
動
の
停

滞
を
最
小
限
に
止
め
る
支
援
。

５　

生
活
基
盤
施
設
復
旧
の
支
援

道
路
・
河
川
等
の
公
共
土
木
施
設

や
農
林
業
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て

の
支
援
、
必
要
財
源
の
確
保
。

６　

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

砂
防
事
業
や
治
水
事
業
の
着
実
な

推
進
、
災
害
関
連
緊
急
砂
防
事
業

等
の
早
期
採
択
と
必
要
財
源
の
確

保　

防
災
機
能
の
強
化
と
減
災
体

制
の
整
備
に
向
け
た
支
援
。

７　

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
の
財

政
支
援

特
別
交
付
税
配
分
に
対
す
る
特
段

の
配
慮
。
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　この度の豪雨により被害を受けられた皆様には心よりお見舞い申し上げます。
町の税金等につきまして、被害の割合に応じて、猶予・減免等が受けられますので要件に該当する場合は、
８月30日（金）までお問い合わせください。

　納税の猶予
○ 財産が災害を受けた場合で、一時に納税できないと認められるときに、納税者の申請により各税等の定
　 められた期間内で、納税が猶予されることがあります。

　町税等の減免等
○ 次の町税等について、それぞれの理由に該当する場合には、納税者の申請により、減額または免除され
　 ることがあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（減免割合）個人町民税
■災害により受けた住宅または家財の損害（保険金、
損害賠償金等により補てんされる金額を除く）の程
度が甚大であり、かつ、前年中の合計所得金額が
1,000万円以下で納付が著しく困難である場合。

※個人県民税についても町民税と同じ割合で減免と
なります。

固定資産税（都市計画税）　　　　　（減免割合） 
■家屋 （償却資産も準ずる）
　下壁、畳等に損傷を受け、居住ま
たは使用目的を損じ修理または取替
えを要する場合等で家屋の価格の20
％以上の価値を減じた場合、その程
度に応じて減免になります。 

※床下浸水、軽度の床上浸水は20％
以上とならないため対象になりませ
ん。
※既にり災証明書をお持ちのかたで、
被災内容に「半壊にいたらない」と
記載されているかたは対象になりません。

■土地（農地または宅地等）　　　　　（減免割合）
　農地または宅地等の20％以上の面
積が災害により、流失、水没、埋没、
若しくは崩壊等の被害を受け、作付
不能または使用不能となった場合、
その程度に応じて減免になります。

※冠水、多少の土砂流入は対象にな
りません。　

損害の割合 合計所得金額 所得割額減免割合

５０％以上
　500万円以下 １００％
　750万円以下 ５０％
　750万円超　 　２５％　

３０％以上
　500万円以下 ５０％
　750万円以下 ２５％
　750万円超　 12. ５％

災害に関する町税等の減免等について

損害の程度 減免割合
全壊、流失、埋没等により家屋の原形をとどめない
とき又は復旧不能のとき

１００％

主要構造部分が著しく損傷し、大修理を必要とする
場合で、家屋の６０％以上の価値を減じたとき

８０％

屋根、内壁、外壁、建具等に損傷を受け居住又は使
用目的を著しく損じた場合で家屋の４０％以上６０
％未満の価値を減じたとき

６０％

下壁、畳等に損傷を受け居住又は使用目的を損じ、
修理又は取替えを必要とする場合で２０％以上４０
％未満の価値を減じたとき

４０％

損害の程度 減免割合
被害面積が８０％以上であるとき １００％
被害面積が６０％以上８０％未満であるとき ８０％
被害面積が４０％以上６０％未満であるとき ６０％
被害面積が２０％以上４０％未満であるとき ４０％
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後期高齢者医療保険料　　　　　　　　　 
■災害により受けた住宅または家財損害（保険金、
損害賠償金等により補填される金額を除く）の程度
が甚大であり、かつ、被保険者及び世帯主の前年中
の合計所得金額が500万円以下である場合
　

　雑損控除
○来年の税申告において、日常生活のうえ
で必要な住宅、家具、衣類、現金などの資
産について損害が生じた場合、（宅地への土
砂流入を含む）災害関連の支出をした費用
が所得金額から雑損控除として控除される
場合があります。（領収書、り災証明書が必
要です。り災証明書は早めにお取りください。）

◎減免等の申請には印鑑、被害を受けた証明
（り災証明書）が必要です。
り災証明書については、総務課防災管財係
☎85－6122　までお問い合わせください。

損害の割合
所得割額及び
資産割額減免割合

８０％超 １００％
２０％以上 ５０％

損害の割合 減免割合
７０％以上 ７０％
５０％以上 ５０％
３０％以上 ３０％

国民健康保険税　　　　　　　　　　　　　　
■災害により受けた住宅損害（保険金、損害賠償
金等により補てんされる金額を除く）の程度が甚
大であり、かつ、納税義務者及び被保険者の前年
中の合計所得金額が400万円以下で納付が著しく
困難である場合
　　　　　　　　　（減免割合）

介護保険料　　　　　　　　　　　　　　　　　
■災害により受けた住宅または家財等損害（保険金、
損害賠償金等により補てんされる金額を除く）の程
度が甚大であり、かつ、生計の中心者の前年中の合
計所得金額が600万円以下である場合

　　　　　　　　（減免割合）

白
鷹
町
し
尿
処
理
対
策

　
　

補
助
金
の
お
知
ら
せ

　

豪
雨
災
害
に
よ
り
、
住
宅
の
便

槽
に
雨
水
等
が
流
入
し
、
く
み
取

り
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の

し
尿
処
理
に
要
し
た
処
理
手
数
料

の
2
分
の
1
を
補
助
し
ま
す
。

※
平
成
25
年
7
月
18
日
以
降
の
豪

雨
に
よ
る
も
の
が
対
象
で
す
。

【
申
請
の
手
続
き
】

○
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
か
た
は
、
し
尿
処
理
対
策

補
助
金
交
付
申
請
書
を
８
月
30
日

（
金
）ま
で
町
民
課
く
ら
し
環
境
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
、
く
ら
し
環
境
係
ま
た
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
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す
。

○
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

所
在
地
の
区
長
か
ら
り
災
の
証
明

を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
領
収
証
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
万
一
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

○
交
付
決
定
後
、
申
請
者
に
通
知

し
、
指
定
口
座
に
振
り
込
み
い
た

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
８
５

－

６
１
３
１

白鷹町税務出納課
町民税係☎８５－６１３２
資産税係☎８５－６１３３
収納係　☎８５－６１０６

　　　　　　　　　（減免割合） 

　　◎詳しくは、税務出納課へお問い合わせください。

◎県税については置賜総合支庁西置賜税務課　☎８８－８２１０　へお問い合わせください。

損害の割合 合計所得金額
所得割額及び

均等割額減免割合

５０％以上
　150万円以下 １００％
　300万円以下 ５０％
　500万円超　 　２５％　

３０％以上
　150万円以下 ５０％
　750万円以下 ２５％
　750万円超　 12. ５％

雑損
控除額

 「損害金額－保険金などで補てんされる金額」（Ａ）
の金額を基として計算した、次の①と②のいずれか
多い額の金額

① Ａの金額 －（総所得金額等の合計額×10％）
② Ａの金額のうち災害関連支出の金額－5万円
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子育てを応援する児童福祉制度・手当

●一部支給停止措置について

　手当を受けてから５年以上を経過したかた（８歳未
満の児童を監護するかたを除く）は、就労などの実績
がない場合、手当額が２分の１に減額されます。該当
するかたには適用除外のための届書を送付しています
ので忘れずに提出してください。
　※次の場合は、減額対象になりません。
　・あなたが働いているか、求職活動をしている場合
　・あなたが身体上または精神上の障がいがある場合
　・あなたが病気やケガで働くことができない場合
　・あなたが子どもや親族を介護しなければならない
　　ため働くことができない場合

●支給内容
　４月、８月、12 月の３期に分けて支給します。（月額）

●所得制限限度額

※扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき 38 万円を
　加えた額になります。

　離婚などで、ひとり親になっているかた、あるいは
親にかわって子どもを養育しているかたに対して、生
活の安定・自立の促進とともに、子どものすこやかな
成長を願って支給される手当です。

●児童扶養手当を受給できるかた

　18歳に達する年度末までの児童（心身に障がいがあ
る児童は20歳未満）を養育しているひとり親家庭 ( 配
偶者が一定程度障がいの状態にある場合も含む ) の父
母または養育者
　※次の場合は、対象になりません。
　・養育者の所得が一定額以上の場合
　・養育者、対象児童が公的な年金を受けることがで
　　きる場合
　・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●現況届の提出をお忘れなく

　手当を受給しているかたは、毎年８月中に現況届の
提出が必要になります。該当するかたに必要書類を送
付していますが、現況届の提出がないと８月分以降の
手当を受けることができません。忘れずに、早めに提
出ください。

　特別児童扶養手当は、精神または身体に障がいのあ
る児童の福祉増進のために支給されます。

●特別児童扶養手当を受給できるかた

　20歳未満で精神または身体に障がいのある児童を養
育している父母または養育者。
　※次の場合は、対象になりません。
　・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
　・養育者の所得が一定額以上の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など●支給内容
４月、８月、11 月の３期に分けて支給します。

障害等級と手当の月額

●所得制限限度額

※扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき 38万円
　を加えた額になります。

●所得状況届の提出をお忘れなく

　手当を受給しているかたは、毎年８月11日から９月
10日までの間に所得状況届の提出が必要になります。
該当するかたに必要書類を送付していますが、所得状
況届の提出がないと８月分以降の手当を受けることが
できません。忘れずに、早めに提出ください。

詳しい手続き・ご相談は、健康福祉課子育て支援係にお問い合わせください。　☎86－0212

※平成25年10月から支給額が変わる予定です。
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中学生までのお子さんがいらっしゃるかたは申請をお忘れなく！

⇨
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・メタボリックシンドローム該当者 ･予備群
　が男性で37.2% と増えています。
・生活習慣病で亡くなる人の割合は脳卒中で
　高く、国の2.4倍、県の1.4倍です。
・生活習慣を改善する意思のある人が減って
　おり、県の55.3％と比較すると24.3％と
　極端に少ないことがわかります。

・検診の種別で比較すると、胃がんや大腸が
　ん検診を受ける人が多くいます。
・精密検査が必要な人の割合は胃がん検診で
　最も高く、17.0％です。
・精密検査を受ける人の割合は子宮がん検診
　で最も低く46.2％、次いで前立腺がん検
　診で61.1％となっています。

　

　「誰もが心身ともに健やかで生きがいのある豊かな暮らし」ができる町を目指し次の取組みをすすめます。

＊メタボリックシンドローム該当者 ･予備群の減少
　　生活習慣病予防のため、特定健康診査が必要なことをお知らせし、健診受診者数を増やします。また、
　特定保健指導が必要な場合は訪問等によりお誘いし、生活習慣を改善していただくことでメタボリックシ
　ンドローム該当者 ･予備群の減少を目指します。

＊がん検診受診率 ･精密検査受診率の向上
　　生活習慣病予防と重症化予防のため、がん検診の必要性をお知らせし、精密検査は必要なかた全員が受
　診するよう働きかけます。

＊適正体重を知り、体重管理に努めましょう
　＊主食、主菜、副菜をそろえた食事をとりましょう
　＊塩分、糖分、脂肪分を控えた食事を心がけましょう
　＊週２回以上運動しましょう
　＊食後の歯みがきを習慣化しましょう
　＊毎年健診を受けましょう
　＊検診で異常があったら精密検査を必ず受けましょう

☎
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　土地の異動や、家屋の新築、増改築、取り壊しな
どについては調査を行っていますが、調査漏れをな
くすため、次のような固定資産の異動がありました
ら、５月15日に納税通知書と一緒に送付しました
「所有建物確認のお願い」のハガキに記入し投函い
ただくか、電話などでお知らせください。

土　地
◆土地の現況（利用状況）が変わったとき
※田畑や原野を造成して、宅地や駐車場、資材置き
場にした場合など

家　屋
◆家屋（建物）に異動があったとき
※建物を新築、増改築した場合
※建物を取り壊した場合
☆右に該当する新築家屋（住宅用の家屋）は固定資産
　税の軽減が受けられます。

新築家屋（住宅用の家屋）に対する税の軽減
　新築家屋（住宅用の家屋）の床面積が50㎡以上
280㎡以下のものは、120㎡相当分の税額が初年度
から3年間（マンションなど3階以上の中高層耐火構
造住宅は5年間）2分の1に軽減されます。
※長期優良住宅の認定を受けた新築家屋は、初年度
から５年間（マンションなど３階以上の中高層耐火
構造住宅は、７年間）2分の1に軽減されます。
※都市計画税は軽減されません。
☆次の①～③は、該当する改修に伴う
　固定資産税の軽減が受けられます。
①省エネ改修工事
②バリアフリー改修
③耐震改修
※詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ　税務出納課　資産税係　☎85－6133

応
援
し
ま
す　

未
来
の
主
役
た
ち

　

県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の

教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
卒
業
後
、
県

内
に
就
職･

就
業
し
た
場
合
は
、

そ
れ
以
降
の
利
子
に
対
し
て
、

元
金
２
０
０
万
円
を
限
度
に
年

１
・
０
㌫
の
利
子
補
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
使
い
み
ち　

高
校
、
短
大
、
大

学
、
各
種
専
門
学
校
等
の
学
資
金

な
ど

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
０
万
円

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証

料
を
含
む
）

　

年
２
・
50
㌫
〜
３
・
65
㌫

※
在
学
期
間
中
、
最
長
６
年
間
の

元
金
措
置
返
済
取
り
扱
い
が
あ
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
ろ
う
き
ん
窓
口
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫
長
井
支
店

☎
84

－

１
１
０
０

働
く
か
た
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低

利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

▼
使
い
み
ち　

自
動
車
、
家
電
の

購
入
、
教
育
資
金
、
医
療
費
な
ど

生
活
資
金
全
般
に
利
用
で
き
ま

す
。

▼
対
象
者　

会
社
や
商
店
に
１
年

以
上
お
勤
め
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
か
た

①
労
働
組
合
が
な
い
、
ま
た
は
職

場
に
融
資
制
度
の
な
い
か
た

②
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
の

か
た

▼
融
資
額　

２
０
０
万
円
以
内

▼
融
資
金
利　

年
２
・
６
㌫
（
固

定
金
利
・
保
証
料
を
含
む
）

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
」

は
町
よ
り
年
１
・
０
㌫
の
利
子
補

給
が
あ
り
ま
す
。

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
」

以
外
の
か
た
は
町
よ
り
年
０
・
３

㌫
の
利
子
補
給
と
な
り
ま
す
。

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内

※
詳
し
く
は
ろ
う
き
ん
窓
口
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫
長
井
支
店

☎
84

－

１
１
０
０

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
ま
す
。

　　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の

事
業
所
得
（
農
業
含
）、
不
動
産

所
得
又
は
山
林
所
得
の
合
計
額

が
３
０
０
万
円
を
超
え
る
か
た
に

必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿

書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所
得

を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の

か
た
（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が

な
い
方
を
含
み
ま
す
）
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
１
月
か
ら
同
様
に
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や

記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

nta.go.jp
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
税
務
署　

☎
84

－

１
８
１
０
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　　第50回白鷹町小中学校及び
　　　　　　　　　　　町民水泳大会の結果

７月29日　白鷹町町民プール
＊各種目３位まで掲載。1’23”45＝１分23秒45
＊「新」は大会新記録
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　白鷹町総合型地域スポーツクラブゆめス
ポしらたか「ＲＯ＊ＫＵ」では、７月に
「水泳指導者派遣事業」として町内小学校
の水泳授業と町民水泳大会に向けた放課後
強化練習に水泳指導者を派遣しました。子
どもたちに水泳の楽しさや速く泳げるコツ、
練習方法などを指導しました。「ＲＯ＊ＫＵ」
では学校と地域スポーツクラブの連携とし
て今後も様々な場面で事業を展開していく
予定です。

　７月28日、東日本大震災により休止とな
っていた気仙沼市と白鷹町のサッカースポ
ーツ少年団の親善交流会が東陽の里グラウ
ンドで行われました。２年ぶりの開催とな
った交流会には、気仙沼市鹿

しし

折
おり

Ｆ . Ｃの選
手19人としらたかＦ . Ｃホークスサッカー
スポーツ少年団の選手20人が参加し、さっ
そく仲良くなった様子。試合のほか、キッ
クボーリングやＰＫ合戦など、サッカーを
通して交流を深めました。

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

九
月
場
所
の

　
勝
ち
越
し
に
期
待
！

大
相
撲
五
月
場
所

（
７
月
７
日
〜
21
日
）

取組 星取 決まり手
初　日 ○ 押し出し
４日目 ● 送り出し
５日目 ○ 押し出し
７日目 ○ 寄り切り
10日目 ● 寄り切り
11日目 ● 寄り切り
14日目 ● 寄り切り
三段目東７枚目　３勝４敗

白鷹山星取表　　

こ
ん
に
ち
は
、
白
鷹
山
で
す
。 

今
場
所
は
、
３
勝
１
敗
か
ら
の
負

け
越
し
で
し
た
。 

　

勝
ち
越
せ
ば
幕
下
と
言
う
場
所

で
欲
を
出
し
、
慎
重
に
な
り
過
ぎ

て
、
思
い
切
っ
た
立
会
い
が
で
き

ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
非
常
に

悔
し
か
っ
た
で
す
。 

　

来
場
所
は
さ
ら
に
精
進
し
、
勝

ち
越
し
は
意
識
せ
ず
、
自
分
の
相

撲
が
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　７月26日～ 30日、ドイツのスポーツ少
年団の指導者１名と17 ～ 22歳の団員６名
が西置賜地方を訪れました。今年で40回
目の日独スポーツ少年団同時交流事業。白
鷹町には７月28日に来町。滝野交流館で剣
道、紅花染め、蕎麦打ちを体験し、自分で
打った蕎麦に舌鼓。荒砥剣道スポ少の団員
や卒業生も参加し活動を盛り上げてくれま
した。ドイツ団員の１名は、期間中、山本
出さん宅（荒砥）にホームステイしました。

　８月１日、十王出身の洋画家 別府忠雄
さんを講師に迎え、十王放課後子ども教室
「なつやすみ こども絵画教室」が行われ
ました。参加した小学生約30名は、海外で
もプロの洋画家として活躍されている別府
さんから、夏休みの宿題である絵画の画き
方を指導してもらいました。絵を画く時の
心掛けや細かい描写技法などについて教え
てもらった参加者は、気持ちを集中して絵
画に挑戦していました。
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　7月29日、白鷹学講座パート２「田勢康
弘講演会　参議院選挙後の日本の将来」が
開催されました。経済、原子力発電、領土
問題など、現在の日本の抱える様々な問題
について、国際的な視点を交えながら、ま
た、普段の報道では知ることのできない貴
重な体験談を交えながら講演されました。
真実を知ることの大切さ、そして覚悟を持
って決断していくことの大切さをお話され
ました。

　７月23日～ 25日、柴田真佑さんを講師
に迎えて白鷹学講座パート１が開催されま
した。『「弁当の日」でみんな仲良く』と題
して、誰の手も借りずに自分で弁当を作っ
て持って行く「弁当の日」を、学校や職場
で実践している様子を楽しく紹介していた
だきました。「世の中のこどもたちみんなが
自分のこどもだと思って食育を進めていき
たい」と、  鷹山小学校の児童にも講演い
ただきました。

　７月26日、中央公民館において、７月28日から
九州北部で開催のインターハイに出場する８人の
高校生に「成績優秀者激励金」が交付されまし
た。
　この激励金は、全国レベルの優秀な成績を納め
た町内在住の小中高生に対し、なお一層の活躍を
期待して交付するものです。　

　　　　氏　名 高　校 種　目
新野由佳さん（横田尻） 　天　童 空手道
髙橋尚貴さん（高玉） 　南　陽 ソフトボール
船山寿希也さん（横田尻）　南　陽 ソフトボール
田苗遼平さん（横田尻） 　南　陽 ソフトボール
菅　守継さん（山口） 　南　陽 ソフトボール
竹田　快さん（萩野） 　南　陽 ソフトボール
長谷部陽香さん（鮎貝） 上山明新館 ソフトボール
村上駿斗さん（浅立） 　山形南 バスケットボール

インターハイに出場するみなさん

　

７
月
19
日
、
障
が
い
児
の
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設「
Ｐ
Ｏ

Ｃ
Ｃ
Ｏ（
ポ
コ
）
し
ら
た
か
」（
小

林
真
所
長
）
の
開
所
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
３
月
末
に
閉
園
と
な
っ

た
旧
あ
ゆ
か
い
保
育
園
を
利
用
。

長
井
西
置
賜
地
域
で
は
初
め
て
の

施
設
で
、「
障
が
い
児
の
保
護
者
の

か
た
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。」

と
小
林
所
長
。
放
課
後
の
ほ
か
、

夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
に
も
利

用
で
き
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

竹田さん（左）と菅さん
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「
協
創
わ
か
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　
　
　

　

白
鷹
町
立
東
中
学
校
区
が
県
警

非
行
防
止
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
に
指
定
さ
れ
、
７
月
11
日
、
同

中
学
校
で
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

設
立
総
会
で
は
、
東
中
学
校
区

内
の
小
学
校
、
高
等
学
校
の
学
校

関
係
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
を
は
じ

め
、
白
鷹
町
交
通
安
全
対
策
協
議

会
員
、
防
犯
協
会
員
、
少
年
補
導

員
、
主
任
児
童
委
員
、
公
民
館
長

等
が
長
井
警
察
署
長
よ
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
員
の
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
。

　

当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
長
に
は
、

東
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
細
谷
重
彦
氏

を
選
任
し
、
２
年
の
指
定
期
間
中
、

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、

「
大
人
と
中
学
生
の
対
話
会
」
や

地
域
ぐ
る
み
で
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

や
「
下
校
時
見
守
り
活
動
」
等
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
名
称
「
協
創

わ
か
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
東

中
生
徒
会
で
話
し
合
い
、
こ
ん
な

願
い
を
込
め
て
決
め
ま
し
た
。

『
協
創
』

　

校
是
「
協
力
」
と
「
創
造
」
を

も
と
に
作
成
し
た
今
年
度
の
東
中

生
徒
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
り
、

地
域
の
方
々
と
東
中
生
と
で
連
動

・
協
力
す
る
と
い
う
意
味
と
白
鷹

町
で
取
り
組
む
、「
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

『
わ
か
鷹
』

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
次
代
を
担
う
若
い
白

鷹
人
を
育
て
、
活
気
の
あ
る
白
鷹

町
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
願
い
を
込

め
ま
し
た
。

vol.37
　

便
利
で
気
軽
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
。
し
か
し
、
非
対
面
式
で

多
く
の
場
合
は
遠
隔
地
取
引
の
た

め
、「
連
絡
が
取
れ
な
い
」、「
商
品

が
届
か
な
い
」、「
返
品
が
で
き
な

い｣

等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

◆
事
例

　

中
学
生
の
息
子
が
、
あ
る
有
名

メ
ー
カ
ー
の
サ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
ズ

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
注
文

し
た
。
サ
イ
ト
は
日
本
語
表
示
だ

が
、
振
込
口
座
が
外
国
人
名
義
だ

っ
た
。
不
審
に
思
っ
た
が
、
ど
こ

も
売
り
切
れ
で
や
っ
と
探
し
当
て

た
商
品
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
注

文
し
た
。
代
金
を
振
り
込
み
、
国

際
郵
便
で
届
い
た
荷
物
を
開
け
て

み
る
と
、
注
文
し
た
物
と
色
が
違

う
上
に
、
つ
く
り
も
粗
雑
で
本
物

か
疑
わ
し
い
。
購
入
先
に
「
注
文

し
た
商
品
と
違
う
。
交
換
希
望
」

と
再
三
メ
ー
ル
で
連
絡
を
試
み
る

が
、
何
の
返
事
も
な
い
。

 

（
中
学
生 

男
子
）

 　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

◆
被
害
に
遭
わ
な
い
ポ
イ
ン
ト

－

事
前
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

－

① 

【
連
絡
先
】 

住
所
、
電
話
番

号
、
責
任
者
の
氏
名
な
ど
。

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
記
載
し
か

な
い
サ
イ
ト
は
危
険
。

② 

【
返
品
特
約
】 

返
品
の
可
否
や

そ
の
条
件
。

※
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
は
な
い
の
で
ご
注
意
を
。

③ 

【
支
払
方
法
】 

前
払
い
が
条
件

の
サ
イ
ト
は
、
な
る
べ
く
避
け
る
。

④
【
サ
イ
ト
上
の
注
意
事
項
】

●
事
例
の
よ
う
な
サ
イ
ト
は
日
本

語
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
海
外

事
業
者
の
運
営
サ
イ
ト
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
と
気
づ
か
ず
に
利
用
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

● 

サ
イ
ト
上
の
文
脈
が
不
自
然
、

誤
字
が
多
い
場
合
は
注
意
が
必
要

で
す
。

● 

極
端
な
値
引
き
は
模
倣
品
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
法
律
違
反

に
問
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
死
亡
事
故
発
生
！

滝
野
地
内
の
国
道
３
４
８
号
線

▼
７
月
30
日
、
山
形
方
面
よ
り
下

り
坂
の
左
カ
ー
ブ
に
さ
し
か
か
っ

た
際
、
対
向
車
線
に
は
み
出
し
正

面
衝
突
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用

の
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
が
車
外
に
放

出
さ
れ
て
死
亡
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
！

◇
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
安
全
運
転

◇
運
転
す
る
際
は
し
っ
か
り
前
を

見
て
運
転

◇
全
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

徹
底

◇
信
号
、
一
時
停
止
な
ど
の
基
本

的
交
通
ル
ー
ル
を
必
ず
守
る

◇
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

◎
出
か
け
る
機
会
の
多
い
時
期
で

す
。
ゆ
と
り
を
持
っ
て
安
全
運
転
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署
☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６
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認
知
症
の
か
た
が
安
心
し
て
暮

ら
す
に
は
環
境
づ
く
り
が
重
要
で

す
。
環
境
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
認

知
症
の
か
た
の
自
立
、
介
護
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
治
療
効
果
も
上
が
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の

か
た
に
と
っ
て
の
よ
り
良
い
環
境

を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
介
護
を
介
護
者
が
抱
え

込
ま
ず
、
地
域
で
支
え
合
う
環
境

づ
く
り
と
し
て
の
活
動
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

い　

つ　

遇
数
月
の
第
４
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
介
護
の
経
験
者
や
介
護

中
の
か
た
が
集
い
、
介
護
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
す
。
同
じ
体
験
を

し
て
い
る
か
た
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

や
大
変
な
介
護
体
験
な
ど
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
気
持
ち
が

楽
に
な
り
ま
す
。　

▼
物
忘
れ
相
談
事
業

い　

つ　

開
催
日
は
毎
回
「
広
報

し
ら
た
か
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
な
ど
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
に
専
門
医
に
よ
る

相
談
ま
た
は
訪
問
を
行
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。

▼
家
族
介
護
者
交
流
会
事
業

　

介
護
者
を
一
時
的
に
介
護
か
ら

解
放
す
る
た
め
に
宿
泊
・
日
帰
り

旅
行
・
施
設
見
学
等
を
実
施
し
ま

す
。

　

対
象
者
…
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た
を
介
護
し
て
い
る
家

族○
要
介
護
度
３
、４
、５
の
か
た

○
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
Ⅲ
、
Ⅳ
ま
た
は
M
の
か
た

費
用
は
無
料
で
す
。

申
込
方
法
…
該
当
す
る
か
た
に
、

直
接
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
申
請

書
を
健
康
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
は

○
１
泊
コ
ー
ス　

９
月
30
日（
月
）

〜
10
月
１
日
（
火
）
福
島
県
方
面

○
１
日
コ
ー
ス　

10
月
20
日（
日
）

パ
レ
ス
松
風

　

介
護
者
の
み
な
さ
ん
、
家
族
介

護
者
交
流
会
に
参
加
し
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
介
護
マ
ー
ク
事
業

　

介
護
者
が
認
知
症
の
か
た
と
外

出
し
て
い
る
と
き
に
「
介
護
マ
ー

ク
」
を
身
に
つ
け
て
介
助
す
る
こ

と
で
、
周
囲
の
理
解
を
得
や
す
く

な
り
ま
す
。

【
認
知
症
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

介
護
を
楽
に
す
る
コ
ツ
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
人
で
頑
張

ら
な
い
こ
と
で
す
。

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
通
所
介
護
）

○
デ
イ
ケ
ア（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
）

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ（
短
期
入
所
）

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ（
訪
問
介
護
）

○
訪
問
看
護

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
務
局

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
86

－

０
１
１
２

物
忘
れ
相
談
を
開
催
し
ま
す

▼
い
つ　

９
月
６
日
（
金
）

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

た
や
そ
の
家
族

▼
相
談
医　
　

川　

順　

氏

（　

川
記
念
病
院
院
長
）

▼
申
込
期
限　

８
月
30
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

右
記
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　　

対
象
者
…
介
護
し
て
い
る
か
た

介
護
マ
ー
ク
は
無
料
で
す
。（
介
護

マ
ー
ク
を
入
れ
る
ホ
ル
ダ
ー
が
必

要
な
か
た
に
は
１
０
０
円
で
販
売

し
ま
す
。）

申
し
込
み
…
健
康
福
祉
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▲　介護マーク

放射性ヨウ素 放射性セシウム

ひがしね保育園 不検出 不検出

さくらの保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

測
定
限
界　

０
・
３
７
〜
０
・
８
９
Ｂ
ｑ
（
ベ
ク

レ
ル
）
／
㎏
以
下

▼
期
間　

７
月
25
日
（
木
）
〜
31
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２
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〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

7
月
27
日（
土
）、
中
学
生
向
け

学
校
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内

と
長
井
市
内
の
４
中
学
校
か
ら
多

く
の
３
年
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

初
め
に
、
生
徒
会
執
行
部
の
小

口
貴
幸
君
（
白
鷹
西
中
出
身
）
髙

橋
翔
輝
君
（
白
鷹
東
中
出
身
）
に

よ
る
学
校
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
学

校
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り

組
み
な
ど
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
、

荒
砥
高
校
で
の
高
校
生
活
を
わ
か

り
や
す
く
魅
力
た
っ
ぷ
り
に
紹
介

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
本
校
の
総
合
学
科

の
三
つ
の
系
列
、「
教
養
・
探
究
」

よ
う
こ
そ　

荒
砥
高
校
へ

荒
砥
高
校
囲
碁
部　

　
　

全
国
大
会
で
堂
々
の
一
勝

「
食
・
ビ
ジ
ネ
ス
」「
介
護
・
福

祉
」
に
分
か
れ
て
の
模
擬
授
業
が

行
わ
れ
、
講
義
を
聴
い
た
り
演
習

や
実
験
に
取
り
組
ん
だ
り
と
、
中

学
生
は
緊
張
し
な
が
ら
も
楽
し
そ

う
に
授
業
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
校
の
２
年
生
が
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
し
て
直
接
中
学
生
の

演
習
の
手
助
け
を
し
、
立
派
な
先

輩
ぶ
り
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
、
多
く
の
入
学
生
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等

学
校
囲
碁
選
手
権
大
会
に
出
場

し
た
本
校
囲
碁
部
は
、
7
月
23
日
、

全
国
の
強
豪
校
相
手
に
予
選
リ
ー

グ
を
戦
い
ま
し
た
。

　

団
体
戦
は
３
人
で
の
戦
い
で
、

福
岡
の
東
筑
高
校
、
高
知
の
土
佐

女
子
高
校
に
は
敗
れ
ま
し
た
が
、

広
島
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
高

校
戦
で
は
３
人
と
も
に
相
手
を
打

ち
破
り
見
事
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

本
校
に
と
っ
て
３
年
ぶ
り
２
回
目

の
勝
ち
星
で
す
。
残
念
な
が
ら
予

選
リ
ー
グ
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
堂
々
の
戦
い
ぶ
り
に
拍

手
を
送
り
ま
す
。

�
��
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TEL. 85-9071   FAX. 85-9072
E-mail.  shirataka@ayu-m.jp
URL.  http://www.ayu-m.jp/

vol.
47
vol.
47

９月までの休館日
8/12（月）・19（月）・26（月）
9/2（月）・9（月）・17（火）・24（火）・30（月）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

▼
い
　
つ
　
8
月
24
日
、９
月
１４
日

　（
毎
月
第
２
、第
４
土
曜
日
）

　
午
後
7
〜
8
時

▼
ど
こ
で
　
広
場
東
側

▼
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

▼
参
加
料
　
無
料
（
要
申
込
）

▼
内
　
容
　
肉
眼
で
夜
空
の
観
　

　
望
、
望
遠
鏡
で
天
体
観
察
ほ
か

▼
い
　
つ
　
９
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
よ
り

● 

第
１６
回

　
海
外
の
画
家
た
ち
の
、ア
ト
リ

エ
を
撮
影
し
た
必
見
の
写
真
展
！

▼
い
　
つ
　
8
月
6
日（
火
）〜
　

　
９
月
8
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人 

５
０
０
円

　
　
　
高
校
生 

２
０
０
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下 

無
料

　「
ア
ト
リ
エ
の
巨
匠
に
会
い
に

行
く
Ⅱ
」

▼
９
月
１
日（
日
） 午
後
２
〜
３
時

▼
ど
こ
で
　
文
化
伝
承
室

▼
参
加
料
　
無
料（
た
だ
し
、当
日

　
の
観
覧
券
が
必
要
）

▲昨年の参加者作品

●
ス
カ
イ
キ
ッ
ズ
し
ら
た
か

20
世
紀
の
ア
ー
ト
・
シ
ー
ン
を
彩
っ
た

南
川
三
治
郎
写
真
展

関
連
イ
ベ
ン
ト

南
川
三
治
郎
に
よ
る

　
　
　
　
　ト
ー
ク
シ
ョ
ー

ア
ト
リ
エ
の
巨
匠
100
人

第
２
回  

あ
ゆ
ー
む

８/１７
（土）

午
後
５
〜
９
時
　
交
流
広
場
に
て

入
場
料
＝
無
料
（
飲
食
代
別
）

●
深
山
焼
ミ
ニ
灯
籠
を

　
　つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
い
　
つ
　
８
月
２５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午

▼
ど
こ
で
　
文
化
伝
承
室

▼
講
　
師
　
金
田
利
之
さ
ん

▼
参
加
料
　
1
2
0
0
円

　
　
　
　
　
　
（
材
料
代
含
む
）

▼
申
　
込
　
あ
ゆ
ー
む

▼
締
　
切
　
８
月
２０
日
（
火
）

　
毎
年
恒
例
、
15
㎝
程
の
焼
き
物

で
外
枠
を
作
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
入

れ
て
中
か
ら
光
が
も
れ
て
く
る
よ

う
な
ミ
ニ
灯
籠
で
す
。
作
っ
た
作

品
は
、
後
日
展
示
・
点
灯
し
ま

す
。
作
品
は
展
示
終
了
後
に
お
返

し
し
ま
す
。

梅
津
五
郎
没
後

　  

周
年
記
念
企
画

▼
ど
こ
で
　
文
化
伝
承
室

▼
伴
　
奏
　
月
の
カ
ケ
ラ 

ほ
か

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　
　
　
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
50
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
申
　
込
　
必
要
。
あ
ゆ
ー
む
ま

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
生
演
奏
の
伴
奏
で
、
み
ん
な
で

楽
し
く
歌
を
う
た
い
ま
し
ょ
う
。

次
回
「
祭
り
」
八
月
二
十
五
日
ま
で
。　

「
雲
」
九
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
　
　

白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係　

 

宛
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７月の町長交際費 　平成25年７月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

ポ
ン
プ
車
の
部

２
位　

４
分
団
１
部
１
班（
萩
野
）

出
場
者
…
大
滝
智
和
、
梅
津
弘

樹
、
守
谷
亘
、
梅
津
雄
也
、
守
谷

恒
、
小
川
直
也

４
位　

２
分
団
２
部
２
班（
箕
和
田
）

出
場
者
…
小
口
孝
司
、
菅
秀
春
、

山
本
昌
継
、
土
屋
吉
広
、
竹
田
琢

也 小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　

１
分
団
４
部
２
班（
下
町
）

出
場
者
…
金
子
哲
治
、
高
橋
知

之
、
町
田
紘
一
、
丸
川
優
多
、
船

山
圭
介

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

優
勝　

１
分
団
５
部
１
班（
山
口
）

出
場
者
…
菅
悟
、
片
倉
拓
朗
、
鈴

木
良
彦
、
高
石
周
一
、
原
田
昌

典
、
高
石
真
行

　

７
月
14
日
、
平
成
25
年
度
山
形

県
消
防
協
会
西
置
賜
支
部
消
防
操

法
大
会
が
行
わ
れ
、
白
鷹
町
は

２
つ
の
部
門
で
優
勝
を
収
め
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■問い合わせ
　　総務課総務係　☎85－6120

広告
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聰
明
会
「
夏
祭
り
」

・
白
鷹
あ
ゆ
み
の
園

・
み
ゆ
き
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
い
つ　

８
月
23
日
（
金
）

午
後
５
時
30
分
〜
８
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
あ
ゆ
み
の
園　

正
面
広
場
（
雨
天
時
…
白
鷹
あ
ゆ

み
の
園
施
設
内
）

▼
催
し
物

　

井
上
千
春
歌
謡
シ
ョ
ー

▼
売
店　

焼
き
そ
ば
・
焼
き
と
り

・
ラ
ー
メ
ン
・
豆
腐
田
楽
・
ビ
ー

ル
・
ジ
ュ
ー
ス
等

▼
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

　

射
的
・
紐
ひ
き
ゲ
ー
ム
等

※
先
着
50
名
様
に
ド
リ
ン
ク
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
あ
ゆ
み
の

園　

☎
８
５

－

５
６
７
８

し
ら
た
か
の
味　

　

２
０
１
３
あ
ゆ
御
膳
発
表
会

　

今
年
は
、
広
く
一
般
の
皆
様
に

も
あ
ゆ
御
膳
を
い
ち
早
く
ご
賞
味

い
た
だ
き
た
く
、
先
着
20
名
様
を

有
料
（
２
０
０
０
円
）
で
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。
発
表
会
は
、
８
月

28
日
（
水
）
正
午
よ
り
パ
レ
ス
松

風
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、
あ
ゆ
御
膳

協
賛
店
会
（
白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ

ー
内
）
ま
で
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

８
月
19
日（
月
）

■
申
込
先　

あ
ゆ
御
膳
協
賛
店
会

（
白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
85

－

０
０
５
５ 

広告

催　し

県
営
住
宅
一
般
公
募
の

　
　
　
　

中
止
の
お
し
ら
せ

　

広
報
し
ら
た
か
７
月
22
日
号
に

掲
載
の
、
８
月
19
日
か
ら
23
日
ま

で
行
う
予
定
で
し
た
県
営
あ
ら
と

ア
パ
ー
ト
１
号
入
居
者
の
一
般
公

募
を
、
諸
事
情
に
よ
り
中
止
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
今
後
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

（
株
）
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

糖
尿
病
の
た
め
の
食
生
活
講
座

▼
１
回
目　

９
月
６
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

○
内
容　

講
話
「
毎
日
の
食
事
を

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康
食
へ
」

調
理
実
習
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
」　

○
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布

▼
２
回
目　

10
月
９
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

○
内
容　

調
理
実
習
「
一
食
の
適

おしらせ
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正
量
を
確
認
し
よ
う
」　

運
動
実
技
「
お
う
ち
で
で
き
る
お

手
軽
体
操
」（
動
き
や
す
い
服
装
）

○
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布

弁
当
容
器　

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所

▼
対
象　

糖
尿
病
が
気
に
な
る
か

た
、
糖
尿
病
の
か
た
、
ご
家
族
で
、

２
回
と
も
出
席
で
き
る
か
た

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
参
加
料　

１
回
３
０
０
円
（
調

理
材
料
代
）

▼
申
込
締
切　

８
月
29
日（
木
）

▼
申
込
方
法　

お
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
名
前
、
ご
住
所
、
電
話

番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所　

保
健
企
画
課
健
康
企
画
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
３

「
歯
周
疾
患
検
診
」の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
40
歳
・
50
歳
・
60
歳

・
70
歳
の
節
目
の
か
た
に
、
歯
周

疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
口
臭
、
歯
肉
の
腫

れ
や
出
血
が
気
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

こ
の
症
状
は
歯
周
病
の
始
ま
り

で
歯
を
失
う
一
番
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
や
心
筋
梗

塞
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
職
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
採
用
予
定
人
員　

２
名
程
度

▼
受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
高
校
卒
（
平
成

26
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

か
た
を
含
む
。）以
上
の
学
歴
を
有

す
る
か
た
で
、長
井
市
、小
国
町
、

白
鷹
町
、飯
豊
町
の
居
住
者
ま
た

は
当
該
地
域
に
居
住
予
定
の
か
た

※
そ
の
他
、業
務
に
必
要
な
身
体

要
件
あ
り

▼
受
付
期
間　

９
月
４
日
（
水
）

か
ら
９
月
25
日
（
水
）の
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
受
付
最
終
日
の
日
時
必
着

▼
受
付
場
所　

西
置
賜
行
政
組
合

事
務
局
（
山
形
県
長
井
市
平
山
４

４
６
０　

消
防
本
部
庁
舎
内
）

▼
試
験
日
及
び
試
験
会
場

試
験
日　

10
月
27
日
（
日
）　 

試
験
会
場　

長
井
市　

置
賜
生
涯

学
習
プ
ラ
ザ

▼
試
験
内
容

○
第
１
次
試
験　

教
養
試
験
（
初

級
行
政
）・
適
性
検
査
（
筆
記
）・

体
力
試
験

○
第
２
次
試
験　

作
文
試
験
・
人

物
試
験
（
集
団
及
び
個
別
面
接
） 

▼
採
用
予
定
日　

平
成
26
年
４
月

１
日

▼
受
験
申
込
書
の
請
求
先

こ
し
た
り
、
病
気
を
重
症
化
さ
せ

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

歯
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た
め
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
歯
周
疾
患
検
診

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

今
年
度
40
歳
、
50
歳
、

60
歳
、
70
歳
に
な
る
か
た
で
、
現

在
歯
科
治
療
を
し
て
い
な
い
か
た

○
40
歳
…
昭
和
48
年
４
月
２
日
〜

昭
和
49
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
50
歳
…
昭
和
38
年
４
月
２
日
〜

昭
和
39
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
60
歳
…
昭
和
28
年
４
月
２
日
〜

昭
和
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
70
歳
：
昭
和
18
年
４
月
２
日
〜

昭
和
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
検
診
料　

自
己
負
担
１
３
０
０

円
（
４
２
２
７
円
の
う
ち
）

※
生
活
保
護
ま
た
は
非
課
税
世
帯

の
か
た
は
無
料
で
す
。

▼
受
診
方
法

①
健
康
推
進
係
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
券
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

②
受
診
券
が
届
い
た
ら
、
希
望
さ

れ
る
歯
科
医
院
に
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
県
内
の
歯
科
医
院
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

③
ご
予
約
の
日
時
に
受
診
券
と
健

康
保
険
証
を
持
参
し
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

平
成
25
年
12
月
20

日
ま
で
（
定
員
20
名
に
な
り
次
第

終
了
と
な
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係

☎
86

－

０
２
１
０

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

▼
職
種
と
採
用
人
員　

介
護
員
・

支
援
員
（
利
用
者
の
直
接
処
遇
業

務
）若
干
名
（
※
高
卒
求
人
番
号

０
６
０
６
０

－

７
３
５
３
９
）

▼
申
込
受
付
期
間　

８
月
20
日

（
火
）〜
９
月
20
日
（
金
）

▼
応
募
資
格　

介
護
員
、支
援
員

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
。

▼
試
験
日　

９
月
25
日
（
水
）

▼
試
験
会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
白
光
園　

交
流
ホ
ー
ル

▼
試
験
の
内
容　

作
文
・
面
接

▼
採
用
年
月
日　

平
成
26
年
４
月

１
日

※
申
込
書
は
、社
会
福
祉
法
人
白

鷹
福
祉
会
事
務
局
（
白
光
園
内
）

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
受
付
及
び
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会
（
白

光
園
内
）　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲

３
７
７
番
地　

☎
85

－

１
５
１
１

募　集

広告
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広告

西
置
賜
行
政
組
合
事
務
局
、消
防

本
部
・
消
防
署
、消
防
署
各
分
署

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
事
務
局
☎
88

－

４
３
３
６

日
本
赤
十
字
社
職
員
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

一
般
事
務
職　

若
干
名

　

看
護
師
職　
　

若
干
名

▼
募
集
方
法　

募
集
要
綱
詳
細
は
、

日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
願
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

8
月
20
日
（
火
）

〜
９
月
13
日
（
金
）（
当
日
消
印

有
効
）

■
問
い
合
わ
せ 

日
本
赤
十
字
社

山
形
県
支
部　

総
務
課
（
担
当　

岡
崎
・
鈴
木
）

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

１
３
５
３

平
成
26
年
度
置
賜
地
区
私
立

　

幼
稚
園
教
員
採
用
統
一
試
験

▼
採
用
人
員　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

幼
稚
園
教
諭
免
許

状
所
有
者
、ま
た
は
取
得
見
込
み

の
者

▼
試
験
日
時　

９
月
15
日
（
日
）

午
前
９
時
40
分
開
始

▼
試
験
会
場　

川
西
町
中
小
松
３

０
７
７
番
地　

小
松
幼
稚
園　

▼
試
験
内
容　

国
語
・
作
文
、専

門
教
養
・
一
般
教
養
、絵
画
制
作
、

音
楽
（
自
由
曲
「
ピ
ア
ノ
弾
き
歌

い
」）、面
接

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

小
松
幼
稚
園

☎
０
２
３
８

－

42

－

２
４
３
６

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ご
案
内

▼
内
容　

よ
く
わ
か
る
パ
ソ
コ
ン

入
門
コ
ー
ス　

パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
使
う
か
た
を

対
象
に
、
マ
ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド

の
使
い
方
、
文
字
入
力
の
講
習
を

行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

8
月
21
日
（
水
）
22
日

（
木
）
の
午
後
2
時
〜
4
時
の
計

4
時
間　

▼
料
金　

無
料

▼
持
物　

筆
記
用
具

▼
定
員　

10
名
（
５
名
以
上
で
開

催
し
ま
す
）

▼
会
場　

白
鷹
町
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
（
産
業
セ
ン
タ
ー
内
奥
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

白
鷹
町
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

舩
山
・
松
下　

☎
86

－

０
０
０
１

新
し
い
飼
主
を
募
集
！

－

譲
渡
講
習
会
の
お
し
ら
せ

－

　

置
賜
保
健
所
で
は
、
一
頭
で
も

多
く
の
動
物
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ

る
よ
う
、
引
取
り
等
し
た
犬
や
ね

こ
を
希
望
者
へ
譲
渡
し
て
い
ま
す
。

適
切
な
飼
い
方
の
た
め
、
事
前
に

講
習
会
を
受
講
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

毎
月
第
３
金
曜
日
（
８

月
16
日
、９
月
20
日
、10
月
18
日
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所

▼
申
し
込
み　

事
前
に

電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
生
活
衛
生
課

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
５
０

「
き
つ
ね
祭
り
」化
装
行
列
へ

　
　

着
物
を
お
譲
り
く
だ
さ
い 

　　

9
月
下
旬
に
開
催
す
る
「
き
つ

ね
祭
り
」で
の
化
装
行
列
に
着
用

す
る
振
袖
、帯
等
を
譲
っ
て
く
だ

さ
る
か
た
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。 

お
家
に
眠
っ
て
い
る
振
袖
等
あ
り

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
使
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。男
性
が
着
用
し
ま
す
の
で
大

き
め
の
サ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
ら

お
願
い
し
ま
す
。 

■
連
絡
先 

小
狐
連 
担
当 
新
野
学

☎
０
９
０

－

６
４
８
７

－

１
４
９
８ 

広告 　

雨
が
恋
し
か
っ
た
６
月
か
ら
一

転
、
７
月
は
雨
続
き
で
２
度
の
豪

雨
が
町
内
全
域
に
大
き
な
爪つ

め

痕あ
と

を

残
し
ま
し
た
。
河
川
の
濁
流
は
の

み
こ
ま
れ
そ
う
な
ほ
ど
で
、
白
鷹

町
で
は
昭
和
42
年
８
月
の
羽
越
水

害
以
来
の
大
災
害
で
し
た
。
豪
雨

で
の
被
害
、
応
急
作
業
な
ど
で
お

疲
れ
の
と
こ
ろ
に
梅
雨
明
け
が
発

表
さ
れ
、
８
月
は
猛
暑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
体
調
管
理
に
は
注
意
し

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 （
す
だ
）



住所　　 氏　　名 年齢

鮎　貝　樋　口　哲　夫　78

畔　藤 菅原
勝 琉

りゅう

　翔
と

綾香

荒砥甲 鈴木
茂 笙

しょう

　太
た

輝美

萩　野 川部
茂樹 太

たい

　輔
すけ

奈々絵

菖　蒲 小松
昌宏 花

か

　音
のん

恵実

浅　立 梅津
修次 七

なな

　碧
み

朱美

畔　藤 橋本
恭兵 篤

あつ

　人
と

愛実

広　野 向田
洋晶 来

らい

　斗
と

留理華

畔　藤 菅間
一生 悠

ゆう

　翔
と

留美子

十　王 佐藤
義彦 勇

ゆう

　聖
せい

あゆみ

高　玉 金田
和明 舷

げん

　希
き

絵里香

中　山 佐藤
裕也 うらら祐子

下　山 安部
智勝 晏

あん

　理
り

千晴

高　玉 布施
亨 湊

そう

　真
ま

古都乃

畔　藤 大木
和彦 優

ゆう

　汰
た

千春

　　氏　　　名　　　 住所

（佐　藤　　充　　　黒　鴨

髙　橋　知　枝　　南陽市

（安　部　俊　治　　長井市

吉　村　　彩　　　山　口

（熊　坂　直　輝　　箕和田

田　島　由　季　　米沢市

（新　野　秀　人　　広　野

安　部　悠　理　　高　岡

（夛　田　智　行　　山形市

江　口　智佳子　　山　口

（大　滝　賢　次　　高　岡

水　沼　結　麻　　新潟県

（小　関　悠　司　　菖　蒲

　関　　真梨子　　鮎　貝

佐野原　五十嵐　市　郎　83
高　岡　柳　生　辰　男　77
荒砥甲　新　宮　し　ん　84
荒砥甲　　　原　イチ子　74
荒砥甲　　　井　一　男　86
荒砥乙　佐　竹　千　代　89
高　玉　　　部　ま　つ　96
鮎　貝　遠　藤　り　ん　93

鮎　貝　小　林　正　一　76
荒砥甲　梅　津　昭　吾　79
荒砥甲　工　藤　武　兵　80
十　王　　　川　幸　一　105
深　山　樋　口　マス子　72
畔　藤　新　野　きよ子　85
箕和田　土　屋　米　次　90
中　山　大　瀧　博　雄　63
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